
















































































































































総農家数 総農業集落数 総戸数=総農業集落数 総農家数=総農業集落数 総非農家数=総農業集落数 1農業集落当たり平均戸数総戸数 農家 非農家
*平均総戸数 *農家平均戸数 *非農家平均戸数 戸数 戸数
西日本過疎地域市町村合計 508,384 24,673 1,242,715.2 506,597.2 736,118.0 50.4ー 20.5 29.810% 4().8% 59.2%
西日本府県合計 1,691,230 68,616 10,281,009.1 1,672,664.1t 8,608,345.0149.8 24.4 125.500% 16.3% 83.7%
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1 農家 276 58/oo/




1 就農 169 61.5%' 5 2.5%
2非就農 106 38.5% 199 97.5%
表3-3 DIDの有無とDIDまでの所要時間
ある 31 7.2%'
な 30分未満 118 27.6%0.5-1時間 50 3509,0'






















生 活 環 境 学 科
転入の目的 多数いる 目立たないがいる 計
47老後の生晴のため 43 (8.8%) 337 (69.2%) 380 (78.0%)
由 親の世話をするため′ 97 (19.9%) 293 (60.2%) 390 (80.1%)
49親に面倒を見てもらうため 4 (0.8%) 160 (32.9%) 164 (33.7%)
50療養のため 4 (0.2%) 173 (35.5%) 177 (36.3%)
51子供の教育のため 1 (0.2%) 126 (25.9%) 127 (26.1%)
52芸術.文化活動等を行うため 10 (2.1%) 155 (31.8%) 165 (33.9%)
53文化施設を利用するため 0 (0.0%) 48 (9.9%) 48 (9.9%)
54家業を継ぐため 101 (20.7%) 336 (69.0%) 437 (89.7%)
55民宿.ペンションを経営するため 6 (1.2%). 78 (16.0%) 84 (17.2%)
56農.柿.漁業を始めるため 9 (1.8%) 261 (53.6%) 270 (55.4%)
57新事業開始のため 183 (37.6%) 185 (38.0%) 368 (75.6%)
58住宅.土地が入手しやすいため 39 (8.0%) 232 (47.6%) 271 (55.6%)
59住宅の広さを求めて 28 (5.7%) 178 (36.6%) 206 (42.3,0/O)
60田園的な住環境を求めて 20 (4.1%) 221 (45.4%) 241 (49.5%)
61菜園付きの住宅を求めて ll (2.3%) 181 (37.2%) 192 (39.4%)
62創作スペースのある住宅を求めて 5 (1.0%) 115 (23.6%) 120 (24.60,')



























転入理由 多数いる 目立たないがいる 計
47老後の生活のため 25(21.2%) 76(64.4%) 101(85.6%)
48親の世話をするため 51(43.2%) 59(50.0%) 110(93.2%)
49親に面倒を見てもらうため 2(1.7%) 56(47.5%) 58(49.2%)
50療養のため 2(1.7%) 63(53.4%) 65(55.1%)
51子供の教育のため 1(0.8%) 42(35.6%) 43(36.4%)
52芸術.文化活動をするため 6(5.1%) 39(33.1%) 45(38.1%)
53文化施設を利用するため 0(0.0%) 16(13.6%) 16(13.6%)
54家業を継ぐため 48(40.7%) 64(54.2%) 112(94.9%)
55民宿.ペンションを経営するため 1.(0.8%) 28(23.7%) 29(24.6%)
56巌.柿.漁業を始めるため 8(6.8%) 71(60.2%) 79(66.9%)
57新しい事業を始めるため 0(0.0%) 65(55.1%) 65(55.1%)
58住宅.土地が入手しやすいため 21(17.8%) 54(45.8%) 75(63.6%)
59住宅の広さを求めて 15(12.7%) 48(40.7%) 63(53.4%)
60田園的な住環境を求めて 14(ll.9%) 55(46.6%) 69(58.5%)
61菜園付きの住宅を求めて 7(5.9%) 55(46.6%) 62(52.5%)
6台創作スペースのある住宅を求めて 4(3.4%) 40(33.9%) 44(37.39g)
63転勤のため 39(33.`1%) 59(50.0%) 98(83.1%)
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図3-2 ∪ターン者の多数いる自治体への転入者の転入目的
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表3-6 1ターン者の多数いる自治体への転入目的
生 活 環 境 学 科
ー 転入理由 多数いる 目立たないがいる 計
47老後の生活のため 6(33.3%) ll(61.1%) 17く94.4%)
48親の世話をするため 7(38.9%) 7(38.9%) 14(77.8%)
49親に面倒を見てもらうため 0(0.0%) 6(33.3%) 6(33.3%)
50療養のため 1(5.6%) 8(44.4%) 9(50.0%)
51子供の教育のため 1(5.6%) 10(55.6%) ll(61.1%)
52芸術.文化活動をするため 4(22.2%) 9(50.0%) 13(72.2.90')
53文化施設を利用するため 0(0.0%) 6(33.3,g) 6(33.3%)
54家業を継ぐため 8(44.4%) 8(44.4%) 16(88.9%)
55民宿一ペンションを経営するため 0(0.0%) 6(33.3%) 6(33.3%)
56良.柿.漁業を始めるため 3(16.7%) 12(66.7%) 15(83.3%)
57新しい事業を始めるため 0(0.0%) ll(61.1%) ll(61.1%)
58住宅.土地が入手しやすいため 5(27.8%) 7(38.9%) 12(66.7%)
59住宅の広さを求めて 2(ll.1%) 9(50.0%) ll(61.1%)
60田園的な住環境を求めて 4(22.2%) 9(50.0%) 13(72.2%)
61菜園付きの住宅を求めて 3(16.7%) 8(44.4%) ll(61.1%)
62創作スペースのある住宅を求めて 1(5.6%) 10(55.6%) ll(61.1%)
63転勤のため 6(33.3%) 7(38.9%) 13(72.2%)
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図3-3 1ターン者の多数いる自治体への転入者の転入目的
(8)
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1 多数いる 29 7% 43 109.i 10 3%
2 目立たない 294 76% 337 82% 155 41%
′1-)全くいない 65 17%' 32 8.% 215 57%
表3-8 ライフスタイル別転入タイプの割合
転入タイプ 島的ライフスタイル 老後の生清 芸術 .文化活軌 肝
Uターン 155(49.2%) 263(67.4%) 20(ll.2%) 438(49.6%)
(35.4%) (60,0%) (4.6%) (100.0%)_
Ⅰターン 95f31.5%) 58(14.9%) 103(57.9%) 256(29.0%)
(37.1%) (22.7%) (40.2%)一 (100.0%)
Jターン ll(3.5%) ll(2.8%) 8(4.5%) 30(3.4%)
(36.7%) (36.7%) (26.7%) (100ー0%)
その他 54(17.Mi) 58(14.9%) 47(26.4%) 159(18.0%)
(34.0%) (36A%) (29.6%) (100.0%)
粁 315(100.0%) 390(100.0%) 178(100.0%) 883(100.0%)
I {その他℡Jターン■ltlU
i
老牡の生活農的ライフスタイル IJ-1JJJIM llJIJJ日日 JJ1日lMJ捉盟醤




1 20歳代 32 15､% 0 0% 6 5%
3 40歳代 48 23% 0 0% 51 42%
4 50歳代 22 10% 26 王.. 19 16%
5 60歳代 18 9,g 237 77% 10 8%
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図3-5転入者の年齢層
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家族タイプ 鹿的ライフスタイル 老後の生活 芸術.文化活動
1 単身 66 22% 51 13% 42 23%
2 夫婦 79 26% 283 74% 48 ?_7%
3夫婦と子供 133 44% 22 6% 51 28%
4 その他 25 8% 28 7% 39 22%
芸術.文化活動老後の生農的ライフスタイル 0 ■その他Er夫婦と子供ロ単身%
lllHlllll
lIlIll-_ __トttHtHI ●●■■】 l l
図3-6 転入者の家族タイプ
表3-11転入者の居住タイプ
住宅タイプ 鹿的ライフスタイル .老後の生活 芸術 .文化活動
1鹿家などの空家 145 0 98
2 自分で造る 57 0 33
3 新築眺入 71 0 33
4; 英家 13 220 0
〇 公営住宅 8 20 0
G 老人福祉施設 0 44 0


















30分以内 30分-1時間 1-1.5時間 1.5時間以上 計
ラ農イ的フ 1多数いる rD22.7% ll50.0% 522.7% 14.5% 22100.0%
2目立たないがいる 66 8842.3%~ 36 18 ･208
スタイル 31.7% 17.3% 8.7% lr)0.0%ー
3全くいない 2040.8% 1938.8% 714.3% 36.1% 49100.0%
計 91 118 48 22 2.79
老後 1多数いる 1033.3% 1446.7% 413.3% 26.7% 302目立たないがいる 77 105 41 19 242
め坐宿● 31.8% 43.4% 16.9% 7.9%3全くいない 6.25.0% 1354.2% 520.8% 00.0% 24
計 93 132 50 21 296
■H一三言柿●文化 1多数いる 1ll.1% 555.6% 一1a33.3% 00.0% 9
2目立たないがいる 4237.8% 5246.8% 1210.8% 54.5% 111
3全く ない 46 2 2 12 152
請動 30.3% 40.8% 21.1% 7.9%計 89 119 47 17 272
計 1多数いる 16 30 12 ′ヽI) 61
26.2% 49ー2% 19.7% 4.9% 100.0%
2目立たないがいる 185 245 89 42 561
33.0% 43.7% 15.9% 7.5% 100.0%
3全くいない 72 94 44 15 225


























蝕 1多数いる 7 22 29
イ的フ 7.7% 7.5% 7.6%2 目立たないがいる 5 215 290
ス夕 82.4% 73.4% 75.5%一｢J 全くいない 9 56 65
イル 9.9% 19.1% 16.9%計 1 293 384
老後 1多数いる 3313.% 106.3% 4310.5%2 目立たないがいる 204 129 33
の坐 82.3% 80.6% 81.6%●一ヽJ 全くいない ll 21 32
括 4.4%'13.1% 7.8%
計 248 160 408
■.◆■●== 1多数いる -▼/ ′1J 10
節■文化 6.5% 1.1% 2.6%
2 目立たないがいる 6257.9%' 9334.1% 15540.8%
一｢I.)全くいない 38 177 215
活臥 35.5,.0'64.8% 56.6%
















































1 ある 183 260 103
2 ほとんどない 38 40 22
3. 分からない 94 97 55
表3-15地元住民の会合への参加度
会合への参加 農的ライフスタイル 老後の生活 芸術.文化活動
1 参加しない 16 28 20
2半分程参加する 200 221 102
3 全回参加する 100 143 46
表3-16
定着する転入者 農的ライフスタイル 老後の生活 芸術.文化活動
1 ほぼ全長 64 198 54
2 半数以上 81 95 33
3 半数稼度 40 27 18
4 半数以下 34 8 ll
5ほとんどいない 26 6 8
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30分以内 30分～1時間 1-1.5時間 1.5時間以上 計
農的スラタイイフル 1ほぼ全員 15 30.0% 19 27ー1% 9 23.7% 4 26.7% 47 27.2%
2半数以上 23 46.0% 19 27.1% 12 31.6% 7 46.7% 61 35_3%
3半数程度 7 14.0% 12 17.1% 7 18.4% 2 13.3% 28 16.2%
4半数以下 1 2_0% 14 20.0% 4 10.5% 1 6.7% 20 11.6oi
5ほとんどいない 4 8.0% 6 8.6% 6 15_8% 1 6.7% 17 9.8%
計 50 10 70 100.0 38 1000 151000 1731000
老後の坐請 1ほぼ全員 52 65.8% 64 61ー0% 19 50.0% 9 52.9% 144 60.3%
2半数以上 17 21.5% 25 23.8% 15 39.5% 8 47.1% 65 27.2,g
3半数程度 6 7.6% 11 10.5% 2 5.3% 0 0.0% 19 7.9%
4半数以下 3 3.8% 2 1_9% 0 0.0% 0 0.0% 5 2.1%
′~〇 とんどいない l l3 3 2_9 2 53 0 00 6 25
計 79100.0% 105 100.0% 38 100.0% 17100.0% 239100.0_,亭
･一十●●-エゴ節文化宿動計 1ほぼ全員 10 35.7% 21 50.0% 5 45.5% 2 28.6% 38 43.204
2半数以上 5 17:9% 12 28.6% 2 18ー2% 1 14.3% 20 22.7%
3半数程度 5 17.9% 3 7.1% 2 18_2% 2 28.6% 12 13.604
4半数以下 5 17.9% 5 11_9% 0 0.0% 1 14.3% 11 12_5%
5ほとんどいない 3 10.7% 1 2.4% 2 18.2% 1 14.3% 7 8.0%
1計 28 100.0% 42 100.0% 11100.0% 7 100.0% 88100.0%ほぼ全員 77 49 104 479 33 37ー9 15 385 229 458
2半数以上 45 28.7% 56 25.8% 29 33.3% 16 41.0% 146 29_29.6'
3半数程度 8 115 6 12 9` 11 12_6 4 10_3 59 118%
4半数以下 9 5.7% 21 9.7% 4 4.6% 2 5.1% 36 7.2,0'
5 ほとんどいない 8 5.H` 10 4.6% lo ll.59g 2 5.1% 30 6.0%
表3-18 今後の転入者の見通し
少な くなる 現状 と変わ らない 多 くなる
95定年退職後の転入する人 19 3.9% 274 56.3%' 169 34.79.0/
96 新規農林汝襲参入者の転入する人 101 20.7% 295 60.69.0' 64 13.1%
97 セカン ドハウスを持つ人 39 8.0% 310 63.7% 106 21.8%
98自然や農業体験を求めて転入する人 24 4.990/ 266 54.696' 165 33.990/
入する人｣｢芸術･文化活動を行うために転入する人｣の
どの転入者についても ｢現決と変わらない｣という見方













U.Ⅰターン者に対する助成金 123 25.3% 27 5.5%
家賃援助 36 7.4% 27 5.5%
土地.家屋購入資金融資 41 8.4% 21 4.3%
定住者に対する奨励金 114 23.4% 31 6.4%
定住希望者に対する資金援助 28 5.7% 31 6.4%
結婚奨励金 213 43.7% 36 7.4兎
子供一人にうき援助金 183 37.6% 22 4.5%
新規就鹿者に対する資金援助 136 27.9% 34 7.0%
研修資金援助 141 29.0% 23 4.7%
地元産業就業者に対する奨励金 74 15ー2% 25 5.1%
芸術.文化等のユニークな活動 24 4.9% 20 4.12g













芸術.文化等のユニークな活動地元産業就業者に対する黄励金研修資金緩肋新規牡農事に対する 援助子供一人につき援助結婚費定住希望者 壌定住 奨土地.寮長購入 融資家賃Ulターン 助成 ●
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最重点施策 10年前 現在 今後
(a) 産業振興 20341.7% 17235.3% 94 19.3%
(bI交通通信体系整備 19740.5% 104■21.4% 48 9.9%
(C) 生活環境の整備 5210.7% 14630.0% 16333.5%
kl) 福祉 34 7.0% 7315.0% 18137.2%
(e) 医療 a 1.2% 8 1.6% 24 4.9%
(fI 教育文化振興 14 2.9% 20 4.1% 30 6.2%
(g) 集落整備 20 4.1% 5 1.0% 9 1.8%
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ン者が ｢(目立っほど)多数いる｣ ･ (いる)の割合は､
それぞれ約5割 (｢3%｣(53%))､9割 (｢24%｣
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ThepurposeofthisstudylStOkingnoteof"farmlnglife〝,"lifeofoldage〝and"artisticculturalactivity〝,
asnewlife-Styleoftheactualconditionandsuggestionofwhatplano newruralcommunitiessholdbe.
Thewayofstudytoclearroleruralcommunitiesasnewpointofsettlement,wesetupconcretestudyasslgn一
mentscrearlngatrendoflifeconditionoffarmhousesandnotformhouses,immlgrantSandemlgrant,newlife-
styleofimmlgrantStOruralcommunities,policiesofsettlementinrow-densityarea,andactualconditionof
immlgranttOrow-densityarea.
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